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就職協定遵守懇談会で声明
参加す る企業 は239社

本
年
四
月
、
日
本
経
営
者
団
体
達
盟

(日
経
連
)
は
、
機
関
紙
「日
経
連
タ

イ
ム
ス
」
を
通
じ
て
全
国
の
大
学
生
に

む
け
て
、
就
験
協
定
遅
守
の
声
明
を
行

っ
た
。
日
経
連
は
別
表
に
掲
げ
る
主
要

企
禦
二
百
三
十
九
社
が
纂
ま
っ
て
作
っ

て
い
る
連
含
体
組
織
.

声
明
は
、
「就
験
協
定
遵
守
懇
談

会
」
の
名
で
出
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の

と
お
り
。

1
、
私
た
ち
は
、
今
年
度
の
採
用
遵

考
に
っ
い
て
次
の
朋
日
を
厳
守
い

た
し
ま
す
。

(1
)
八
月
二
十
日

企
箕
等
の
説
明
開
始

〔2
>
九
月
五
日

企
叢
等
個
別
肪
間
開
蛤

(3
)
十
月
十
五
日

採
用
内
定
開
始

2
、
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
次
の

期
日
を
厳
守
い
た
し
ま
す
。

(1
V
八
月
二
十
日
前
は
、
企
業

主
撒
の
説
明
会
、
O
B
懇

麟
会
は
開
催
い
た
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
学
等
主
催

の
企
業
脱
明
会
、
O
B
懇

談
会
へ
は
講
師
議

遣
い

た
し
ま
せ
ん
。

〔2
V
八
月
二
十
日
か
ら
九
月
四

日
ま
で
の
「企
契
等
の
説

明
」
に
つ
い
て
は
、
今
俵

犬
学
側
と
協
膿
し
て
決
定

す
る
実
施
方
法
で
行
い
ま

す
。

(3
)
九
月
五
日
前
は
学
生
の
皆

様
と
の
個
別
接
触
を
い
た

し
ま
せ
ん
。

(4
)
九
月
五
日
以
降
は
、
学
生

の
皆
様
の
自
由
な
企
藁
研

究
を
妨
げ
る
よ
う
な
洵
束

を
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
企
簾
に
よ
る
昨
隼
度
の
就

験

・採
用
活
動
が
大
荒
に
な
っ
た
こ
と

の
反
省
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
一
部
の
企
漿
か
ら
「大
企
藁
に

有
利
な
協
定
だ
」
と
の
反
発
も
あ
る
。

だ
が
ど
の
よ
う
に
な
る
に
せ
よ
、
京

大
生
は
ζ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
関

心
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

小 住頓ブ 日東魍 昭東モ三コ出日 大資ラ花小1武 協昭三住三 本山十王 旭帝東 ワ倉ユ鐘東 日サアサキ殊森明雪山 日熊竹大廃大清 日大 日日経経

1;:{芸磯:轟ll;1:{嚢盤 袋1:1;綾lll{≒鷲ヂ拙 糠
ト 婁ムン シ器子 油婁油油油産油 婁糞ン王婁ム婁撲工学繋禦 紙ブ畿砥 業人レ ル績力紡繍 桑1ル ルル妻集業業ン 揮緯店組設設設 産桑 盟所会会

日キ ヤ鈴ダ日實いマ三本日ト 川石三 日京ア立T實 沖日寓日松パ日シソ三

鐸叢 装1羅}1}:1;郭
婁ン 榎集業禦婁車ダ婁巣享車 婁巣禦 装ラ気機Kス 業ム通気工アrブ1槻

就
職
協
定
遵
守
懇
談
会

参

加

会

社

松實三寮日

下 立電・・ラ冒代

電士蔓

器電電 製

産 作

桑榎鯉芝所

リエブ墨干小久
ンヌ

機 丁ザ勘田松俣

エ 繊化製田

1⊥1:作鉄
ア桑所設所工

東 古住住三三日 禅川住日新 三住日三

㌫1::1茎噛 ・茎・1緕・麓≡

・響::金 鑑属錫艦 ・lll

耀 集禦山桑属桑 所繊婁管儀 山トトト

A

機

器

　

総

合

事

務

機

オ
フ
ィ
ス
家
具

ぴ

　

　

　

㈱
中

村

太

洋

堂
箋

・

N

椰
臨噸

今、キリンビー ルは、多角化 ・国際 化 を強 力1三推進 し

「ビー ル を核 として豊 か でゆ とりある生 活 に貢 献 する

企 業;ラ イフインダ ストリー 」を目指 しています。

その ために学 問 ・文化 ・スポー ツ等何 か1つ の ものに

秀 でている入 ・新 しい状 況 に対 しそれらを選 択 的 かつ

自 由に取 り組 む柔 軟な思 考 がで きる入 ・どんな時で も

常に前 向 きの 問題 意 識 を持 っている人 ・新 しいものへ

そうした 人 材 を何 よりも幅 広 く求 めています。

キリンの人 材探 索は全 国ネットワークです,

‡リ,ビール株式会社 蓬翻 鶴 鶏 鞭 罧 §天奉担当

1987年 、み なさん1

大 和 証 券 へ のPassWordで す 。

それは、私たち大和証券の事業

ビジョンや組織 ・人材ビジョンを語る上でのキーワードで

す。何故なら、情 報力をべ一スにした証券 ビジネスの国

際化は、常に大和証券が新 しい局面を切り開いてきた

からです。ドラスチックな金融構 造の変革を伴った国際

金融市場の構 築が始まった現在、私たちは、GO!GL・

OBALと いうキーワードを使って、大和証券の未来を皆

さんと一緒に考えてゆきたいと思います。

[閑馴 瑚

会社概要 ●設立/昭 和18年}2月 ●資本金/829億 円(昭 和62年4月)

●代表者/取 締役 会長 ・千野宜時 取締役社長 ・土井 定包●従 業員

8470名 ●国内支店/全 国105ヵ 所 ●海外拠 点/パ リ、北京、サン

パ ウロ、ソウル、シ ドニー、 トロン ト、バハ レーン、ニューヨーク、

ロスアンゼルス、シカゴ、 ロン ドン、 アムステルダム、フランクフ

ル ト、ジョネーブ、チュー リッヒ、 ブラッセル、香 港、シンガポー

ル、 メルボルン、上 海、 ミラノ、ル ガノ

Tough&Sophisticated

文科系学生のための資料 「GO/GLOBAL」 の請求先は……@100東 京都千代田区大手町2-6-4
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岡
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【
建

設
】

壽馨着
籟
建
設

緒蓑戸
田
建
設

箋西松
建
設

簿脅
木
建
股

大
本
岨

量憂
聞

組

義

新薬開発力が世界のトップクラスにあるベルギーのヤンセン・ファーマス門テイ

カ(世界最大の総合医薬品・健康関連用品会社ジョンソン&ジ ョンソンが100

%出 資)と総合バイオイン玖 トリーの協和発酵ががっちり手を結びました。そ

れが「ヤンセン協和」で曳 ヤンセン・ファーマスFテ イカおよびジョ》ヴン&ジョ

ンソンク)レープの優れた新薬の導入から始繊 将来的には製造。研究・販売の

各部門を持つ一貫した製薬会社を目指し、「生命と健康を守る」という大きなテ

ーマに向って取り組んでいま曳

圖拶繍 綴闇
〒102粟 窟肝 段田区平河町1一トm〔 平;叩∫第一生命ビル)

1口旨(03)譜一2211欄慶

團 アリbヨ 枝研

∬・齢 愛 しい カ ー ド

縛

●CPU
十

MEMORY

MEMORY

DAτ ハ
レ亭婁内客 夏Cカ ー ド及びリーダライタ

の開発.販 売、ノンタッチカー ドの開発、

販売.衛 星放送受信用平面アンテナの開発.

販売.そ の他各種閉莞システムの開発。

レ事婁所 茅ヶ崎、菓京

レ禦務提携および共同開発研究胴発先

東京工業大学、日本放送協会.シ チズン時

計株式会社、大日本印刷抹式会社、共同印

刷株式会社.凸 版印刷株式会社.日 立製作

所株式会社、日立マク七ル株式会社.一 三菱

電機株式会社,株 式会社東芝、東芝工ンジ

ニアリング株式会社

ス社後の待遇

レ初任給(62年4月)

大学卒158.(鵬 円

大学院卒L75.000円

〉詰手当 住宅手当、家族手当、通勤手当,

残乗手当

レ昇給 年1回(4月)

レ賞与 年2回(6月 、12月)

〉助務蟷 茅ケ崎、東京

レ動務時閥9:0D～18;①0

レ休日休暇 土曜.日 曜、捉日.年 末年始

休暇,夏 季休暇,年 次有給休暇

レ採用掌郁・学斜 全学師全学科
レ提出書類 履歴書、成績薩明書、卒察証
明書、健康診断書
レ還考方法 面接、筆記試験

レ職務内審 研究闘発,技 術、営業技術,

営梁、縁務亀軽厘

、レ聞い合わせ先

ア 哩」ム5枝 研 株 式 舎 社 採用担当 浜 野 〒253糠 川縣 ケ 崎市 輌21一 き2珈46,-8,一 。ll4
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ソロモン・ブラザース

アジア証券会社東京支店
〒107東 京都港区赤坂1-12-32ア ーク森ビル9階

'「ELO3(589)9660(人 事部直通)

●企業概要

般

資 本
代 衰

事 業 内 容 証券業

取 扱

取扱高伸び率2369.8%(対 前年比〉

●応募と選考(実 績)
応募 資 格62年3月 卒業見込者(大 学院を含む)

採用 学 科 法学、経済、理数、その他
露嘉 方法 自由応募

撮 出書 類 履歴書、成横証明書、卒業見込証明書、健康診断書

選考 方法 面接、筆記試験

採用実績校 東大、京大、慶大、早大、上智大、一橋大

立1910年(ノ ロモン ・ブラザ ーズ)

1976年(ノ ロモン ・ブラザ ース 。アジア証券

会社)

1982年(東 京支店開設)

金 約514億 円(親 会社資本金3億 米 ドル)

者 ノロモン ・ブラザーズ ・ア ジア証券会社

代表取締役東京支店長デ リンク ・C・ モーン

ソ ロモノ ・ブラザ ーズ(ア メ リカで

最 大の投資銀行)の アジアにおける唯一の営

業拠点 として活動

高125兆6000億 円(6」 年9月 期)

lll鵬ll目lllllll㎜1旧lll闇1困ll闘ll胆111111111ml旧lllllllhl酷1剛Illlllmlm腿閉1叫㎜II旧III㎜1㎜ll田1旧III用lllll開111臨lllllllll昨口開ll1111111川II旧1111闘1旧llr閲1階111闇1趾lllllllll口ll旧II旧ll旧lllllll剛lllnl凹lll旧IIII同1閉Ill鵬1随111剛師miml闘

日々 刻々と変動する世界経済。この世界経済の中心的な位置を占めるのが金融界だ。金融界にも新しい波が挿し寄せ、 「金

融革命」といわれる状況が生じている。今回は、激動の金融界の中で躍進する、三菱信託銀行とノロモノ・ブラザーズにスポ

ットをあててみた。両社とも、社員研修制度が充実しており 新入社員を立派なプロフェッソヨナルに仕上げていく。以下、

各社の特色を述べてみよう。

ll凹1川lll㎜剛III剛1間1闘IIII闘1開Illlmlllllll川ll[llllm解Illl川ll川1川11川Ill闇川llll田lllllllllllrllllllll川ll開llll鵬1趾1網闇1開隔ll睦ll囲ll騙㎜1旧1欄1㎜ 剛II胴1川ll旧llm川llll輔1曄n闘剛 一ll㎜lmll㎜ 闘 鰍 劇 舗

三菱信託銀行 ・・踏 ・月
本社 〒100東 京鶴千代田区丸の内1-4-5

TELO3(212)2366

資本金

発上寳

従集員

588億円
17兆596億円

6229名(61年9月)

職務内容

新入社員は本部。本店・各

支店に配属、財務相談・融資

不動産 ・年金 。証券などを担

当する。

入社後の待遇

初任固給大卒142,㏄0円

動務地

本店、国内支店および海外

支店

勧務時間

平日8

土曜

55～1700

～1330

教育研修制度

キャリア開発制皮(CD

P)/計 画的な業務経験によ

り高度な業務遂行のできる人

材を育成する。

国際人養成プログラム/海

外大学院留学・海外 トレーニ

オノザ・ジョブ・トレーニ

ング(OJT)/日 常の仕事

を通じての幅広い知識・技能
の習得

自己申告制度/毎 年担当職

務や転勤などに関して希望を

表明

資格試験援助/不 動産艦定士

中小企業診断士 税理士 実

用英語検定ほか
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世
界
の
金
融
界
は
今
や
、
ま
っ
た
く

新
し
い
状
況
に
突
入
し
て
い
る
。
固
定

金
利
制
度
の
消
滅
、
資
本
市
場
の
統
合

に
次
ぐ
統
合
、
布
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
。
こ
れ
を
「
金
融
革
命
」
と
呼
ぶ
。

こ
の
「金
融
革
命
」
の
中
で
、
国
際

金
融
市
場
の
指
導
的
地
位
に
立
ち
、
各

国
政
府
や
公
共
団
体
、
企
纂
等
の
資
金

鯛
達
か
ら
投
資
運
用
ま
で
の
広
範
囲
か

つ
専
門
的
な
築
務
を
行
う
世
界
最
大
の

投
資
銀
行
が
、
ソ
ロ
モ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
ア
ジ
ア
証

券
会
社
東
京
支
店
は
一
九
八
二
年
に
大

蔵
省
の
免
許
を
受
け
、
営
葵
を
開
始
し

た
若
々
し
い
企
藁
で
あ
る
。
八
七
年
初

め
に
は
三
億
ド
ル
の
増
資
を
行
い
、
現

在
で
は
日
本
の
四
大
証
券
に
次
ぐ
規
模

の
大
き
さ
を
誇
っ
て
い
る
。

職
場
で
は
「顧
客
に
最
高
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
」
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
竃
視
し
て
い

る
。
人
材
登
用
の
面
で
も
協
調
性
の
点

が
大
き
く
物
を
言
う
そ
う
だ
。

さ
ら
に
、
社
内
は
「
能
力
鋸
一
主

義
」
の
原
則
が
貫
か
れ
、
共
通
の
目
標

に
向
か
っ
て
柔
軟
性
と
協
調
糟
神
に
潮

ち
た
雰
囲
気
の
中
で
、
唯
も
が
平
等
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ネッスル株式会社

↑

信 託 の時 代 。プロの時 代 。
一

II
　

責金の調遷 責金の董用 コンサルタノトの舌用

●長 期の 融貢 ● 建備 言毛
●漕知預金●定期碩金 ●曝禦承継の

●社 偵9し1員
● スイスフ7ノ 碩 金 コ/サ ル7一イ/ク

●判 喜弓 ●手耳賃付
●市場金融商品 ●株式公闇の

●留易金駒 ●賃付倦託●金呈監信託1 コ/サ ル ア イ/ク

● イ〃 クトロー 〆
●蛮並傭投責 ●環外芭出 投融資の
●特定金銭信モ コノサ ルァ ィ/グ

■ フTノ ト トフ ス ト ●隅査責科の擢供

ト 1 唱
一

] L_」

福利厚生の充実

一

汗 不雌 の鮒
処分 有効利用

●年金偲託
●財形信モ ●発買の仲介

●財形年金信託
●持家舳賓

一 企禦漬揃
o鑑 定評価

■有効利用の

●従黎員持欄言℃ コ〆サ ルテ ィノク

■ 分 醸 地 マ 〆ノヨノの

販発提携
}

「 一
蔭 ,

1

7アームハ!キ!ク 事務の省力化 営桑の拡大

●資金管理サービス ●給与振込 ●営秦の斡旋

●信証情報サーヒス ●社内ATMCD機 の ・ ヒ!ネ ス チャノスの 模 索

●金融惰嚴サーヒス 導入 ●新い 事藁 ノフトの闇発
● 菱 信DC去 人 カー ト

●株式事務代σ

幽 り

三菱信託銀行

臼
由
化
の
時
代
が
訪
れ
よ
つ
と
し
て
い
る
。
三
菱
信
託
銀
行
は
、
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ワ
ー
ル
ド
バ
ノ

ク
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
て
い
く
。
自
由
化
の
時
代

1

そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
信
託
の

時
代
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ソ
ソ
ヨ
ナ
ル
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
時
代
を
透
徹
す
る
視
点
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
想
力
、
タ
フ
な
行
動
力

-

私
た
ち
は
新
し
い
時
代
の
ブ
ロ
フ
ェ
ッ
ノ
ヨ
ナ
ル
集
団
と
し
て
常
に
未
知
の
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
、
未
来
の
産
築
と

社
会
を
構
想
し
て
い
～

ブ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ヨ
ナ
ル
の
時
代
1

そ
れ
は
三
蓉
旧
託
の
時
代
で
あ
る
。

〒100東 京都千代田区丸の内1-4-5

TELO3(212)1211人 事部採用研修グループ

轟 鍵響 .
当祉は 石油 天飲ガス及びその他の
工才ルギー資源について、国の内外を

問わず探査か ら開発 採取、販売まで

を行っている総合石油開発会社です。

◎ 石油資源開発株式会社
・nPetroleumExploratlonCo

.,Ltd.
1,匿 京郁港区赤糎2-17-22赤 娠 ツイノタワー東鱈TaO3一 銘44511

Ψ楓 蝋
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会社概要

設 立/昭 和45年1月

資 本 金/20億 円

役 員/会 長・佐伯 勇 社長・中村亮治

従業員数/1024名(昭 和62年4月 現在)

事業内容/航 空貨物に関するあらゆる仕事

国際・国内利用航空運送事業 〔混載業)

国際・国内航空貨物代理店業、通関業、

自動車運送事業なと

○ 勘 謄翻腔 酬 陶
,,噌

100東 京 都千 代田 区大手 町2-3-6タ イム ライ フヒル10階

實03-270-7251㈹
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